
令和６年３月２１日

令和６年３月羽島市教育委員会定例会会議録



令和６年３月羽島市教育委員会定例会会議録

令和６年３月２１日、令和６年３月羽島市教育委員会定例会を羽島市役所本庁舎３

階３０２会議室において開いた。

議事日程

日程第１ 会議録署名委員の指名について

日程第２ 報第 ６号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について

日程第３ 議第１１号 羽島市学校給食費に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則案について

日程第４ 議第１２号 羽島市教育委員会後援等名義使用承認取扱要綱の一部を

改正する告示について

日程第５ ※報第 ５号 令和５年度準要保護児童生徒の認定等の報告について

日程第６ ※議第１３号 羽島市学校体育施設開放連絡会連絡員の委嘱等について

日程第７ ※議第１４号 羽島市学校歯科医の委嘱等について

日程第８ その他

１ 各課の事業進捗状況

（※印は秘密会で開催）

本日の会議に付した議事

議事日程に同じ

出席者

教育長（議長） 森 嘉 長

教育委員 黒 田 淳

教育委員 春 日 民 奈

教育委員 今井田 裕 子

欠席者

教育委員 今 枝 甫

説明のため出席した職員の職氏名

事務局長 今井田 明 弘

事務局次長兼教育政策課長 小 川 隆 正

学校教育課長

兼教育支援センター長 高 橋 浩 之

西部幼稚園長 安 藤 賢 治

北部学校給食センター所長 竹 内 弘 明

南部学校給食センター所長 豊 田 崇 宏

生涯学習課長 岩 田 睦 巳

図書館長 番 重 宗

スポーツ推進課長 柴 田 泰 宏

午後１時３０分開議



日 程 発言者 発 言 の 要 旨

教育長挨拶 教育長 ・ ３月８日に中学校義務教育学校の卒業式が開催された。

中島中学校の式に参列し、素晴らしい合唱を聞かせてもら

ったが、コロナ対策のためか下級生の出席がなかった。

一生懸命に合唱の準備を行い卒業式に臨んだ卒業生の

姿を下級生が見ることで人生の節目を感じてもらうこと

ができると思うので、下級生の参加を推進していきたい。

・ 羽島市議会３月議会が３月２６日に閉会予定で、８人の

議員から１５件の質問がされた。

・ 株式会社ハシマシート工業から３月１８日に寄附を受け

た。毎年寄附をいただいており、今年度は中島中学校にバ

レーボールの支柱、支柱カバー、ネット、得点板をいただ

いた。中島中学校は、中体連のバレーボール大会の会場と

なるが、非常によい環境を実現できた。

開 会 議長 出席委員が定足数に達していることから令和６年３月羽

島市教育委員会定例会の開会を宣言する。

報第５号、議第１３号及び議第１４号について秘密会とし

たい旨述べ、委員の発言を求める。（各委員から異議なしの

声あり。）

異議がないので、報第５号、議第１３号及び議第１４号に

ついて秘密会とすることが承認された旨述べる。

日程第１ 議長 本日の会議録署名委員に春日委員を指名する。

日程第２ 議長 報第６号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明す

る。

【教育政策課長】

（第１１７回羽島市卓球選手権大会、第３３回美濃竹鼻

藤まつり竹鼻まつり）

【学校教育課長】

（キッズマネースクール 初めての投資、清流王国郡

上・夏休みこどもキャンプ、令和５年度 羽島ブロック小

学生卓球大会、ぎふスポーツフェアオープニングイベント

＆ユナイトスポフェス２０２４、岐阜大学全学共通教育科

目「学習者の特性と支援方法の実施」）

議長 委員の発言を求める。

【今井田委員】

 ⑴ 「キッズマネースクール」について、今後の営利に繋

がっていくのではないか。

（事務局）

・ あくまで今回の事業だけを後援するものであり、

その後に営利性があるか否かといったことは判断

していない。

今回の事業に限らず一般論として、チラシを頻繁



に頒布することは営利に繋がる可能性があることか

ら、チラシに営利性を匂わせるような内容がある場

合は修正を依頼している。

 ⑵ 「夏休み子どもキャンプ」について、チラシに旅行会

社の名前が出ているが、営利性はないか。

（事務局）

・ 事業自体は過去から実施されているもので後援も

行われていた。旅行のような形態なので事業を円滑

に実施するため旅行会社と提携しているものと推

測している。

さらなる発言を求める。

発言がないので日程第２ 報第６号の報告を終える旨述

べる。

日程第３ 議長 議第１１号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 【南部給食センター所長】

・ 令和６年度分の学校給食費の額の一部を無料とするた

め、改正案を羽島市長に提出するものである。

議長 委員の発言を求める。

発言がないので日程第３ 議第１１号は原案のとおり可

決された旨述べる。

日程第４ 議長 議第１２号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】

・ 羽島市制施行７０周年記念事業における冠等の使用を

可能とするため、改正を行うものである。

なお、市の後援に関する要綱も同様に改正される。

議長 委員の発言を求める。

発言がないので日程第４ 議第１２号は原案のとおり可

決された旨述べる。

日程第５ 議長 報第５号を議題とし、秘密会で行う旨述べる。（以下日程

第５から第７までは秘密会）

日程第６ 議長 議第１３号を議題とする旨述べる。

日程第７ 議長 議第１４号を議題とする旨述べる。

日程第８ 議長 秘密会を解く。

各課の事業進捗状況の説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】

・ 令和５年度一般会計予算の補正について

今月、年度末に就学を支援するための資金として、７

２０万円の寄附をいただいたことから、５年度予算の補正予

算として、歳入で寄附金を、歳出で就学助成事業基金への積

み立てを行う予定である。これについては３月末に専決し、

市の５月臨時議会に提出する予定である。

【学校教育課長】

 ⑴ いじめの状況について



令和６年２月１７日から３月１５日の間に報告があ

った事例は、児童５件、生徒１件の合計６件である。

悪口等によるトラブルといった案件であり、繰り返さ

れている案件や、被害者の希望により謝罪の場は設けて

いない案件もある。引き続き被害者に寄り添った指導を

行っていく。

 ⑵ 不登校の状況について 

２月の不登校の状況は、小学校・前期課程４３名、中

学校・後期課程１２２名の計１６５名である。小学校６

年生、中学校２・３年生が、進学等も踏まえ不安になる

時期である。

ただ、適応指導教室に通級している子どもが教育相談

員と一緒に登校できるようになるなど、学校復帰のきっ

かけを作ることもできている。

学級担任だけではなく、相談員も含めて、次の学年に

期待を持てるような、話や指導を繰り返していく必要が

あり、支援センター一丸となって対応していく。

 ⑶ 交通事故・学校事故の状況について 

交通事故は、４件であった。

１件は救急搬送であったが、大事には至らなかった。

いずれも自転車乗車中の事故であり、学校と連携して

安全運転の実現に努める。

学校事故は、０件であった。

 ⑷ 感染症について

インフルエンザについて、学級閉鎖をした学校があ

る。新型コロナウイルスについて、学級閉鎖はなかった。

手洗いうがいへの呼びかけを行っていく。

議長 委員の発言を求める。

【春日委員】

・ 交通事故の事案で、自転車と自動車がお互いに停止し

て譲り合ったところ、同時に発進したためぶつかったと

いうものがあった。

これと同様に、歩行者がいる横断歩道で車が止まって

も譲り合いのようになることもある。交通ルールとして

は車が止まらないといけないが、子どもたちはそこまで

は知らないので、交通指導等の際に「車が止まったら周

囲を十分確認しつつ速やかに渡り始める」というように

説明するのも事故を防ぐ一つの方法になるのではない

か。

（事務局）

・ 貴重なご意見に感謝する。

【今井田委員】

 ⑴ 不登校について、１６５日以上欠席の子どもが４５名



おり、うち１０名は支援ができているとあるが、他の３

５名はどのような状況か。

（事務局）

・ スクールソーシャルワーカーや担任が会いに行っ

てはいるが、適応指導教室等による支援はできてい

ない状況である。

 ⑵ この子たちの将来が非常に心配である。

・ 義務教育期間は、学校、スクールソーシャルワー

カー等により働きかけができるが、卒業すると教育

委員会では手が届かなくなってしまう。

もちろん、不登校は中学生から続いているものな

ので義務教育期間の不登校対策を強化していくこ

とは当然だが、卒業後はどちらかというと福祉の観

点から地域や社会の課題として対応をしていくこ

とになるのではないか。

【黒田委員】

・ 医療現場では電子化を進めろという号令が出ている

が、教育現場も同様の方向性か。

（事務局）

・ 教科書から二次元コードを読み取るといったＩＴ

化はあると思うが、子どもたちが先生の口の動きや

表情をどのように読み取るか、といったことも考え

て教員は授業を組み立てているので、紙が無くなる

ことは想定していない。

タブレット内にデジタル教科書が入っているた

め、タブレットを持ち帰れば家で学習できるという

メリットはあり、活用していきたい。

【説明】 【西部幼稚園長】

・ ３月２２日（金）に卒業式が予定されており、２０名

の園児が卒園する。

・ 今年度の事業の中止は１月中旬の大雪の際のみであ

り、職員の尽力でコロナウイルス感染症等の感染は抑制

できた。

【南・北学校給食センター所長】

特になし。

【生涯学習課長】

・ 不二竹鼻町屋ギャラリーについて

企画展「山のまなざし」が３月３日に終了し、３７０

名の方に来館いただいた。

令和５年度の来館者は１,８０４人、そのうち中学生

以下は３０４人であった。

【図書館長】

特になし。



【スポーツ推進課長】

・ 体育施設開放について

３月議会において６年度予算が認められれば、スマー

トロックシステムを、竹鼻中学校の屋内運動場及び桑原

学園後期課程の屋内運動場に導入する予定である。

導入後は、利用者団体に、あらかじめ暗証番号を交付

し、それを用いて体育施設に設置されたボックスを解錠

して鍵と日誌を受けとる方法とするため、鍵を管理する

管理委員の負担軽減と利用者団体の利便性向上が図ら

れる予定である。

【事務局長】

特になし。

議長 委員の発言を求める。（特になし）

閉会 議長 以上で本日の議事日程は全て終了したので、令和６年３月

羽島市教育委員会定例会の閉会を宣言する。

午後３時３０分 閉会

上記会議の大要を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和６年３月２１日

教育長 森 嘉 長

委 員 春 日 民 奈


